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1 はじめに
書体は文字のデザインであり、書体の読みや

すさは文字情報の読みやすさに影響を与える要
素の一つである。書体の読みやすさに関する研
究の多くは、「多くの人にとって普遍的に読み
やすい一つの書体が存在する」という前提の元
に行われてきた [1]。しかしながら、近年では
普遍的に読みやすい書体が存在する可能性は低
く、主観的／客観的に読みやすい書体は個々人
で異なるという研究結果が発表されている。

Wallace et al. (2022) は、352 名の読者を対
象に行った実験で、(1) 読者それぞれにとって
文章を読む速度が上がる書体があり、その書体
は読者間で異なること、(2) 書体の違いは文章
の理解度に影響を及ぼさないこと、(3) 読者そ
れぞれが主観的に読みやすいと感じる書体があ
り、その書体は読者間で異なること、(4) 読者
が主観的に読みやすいと感じるかどうかは読む
速度と理解度に影響を及ぼさないことを明らか
にしている [2]。
この研究結果は、筆者らが発達性ディスレク

シア（神経生物学的原因に起因し、読字や書字
に他の認知能力からは予測できない著しい困難
がみられる学習障害）を持つ読者を対象に実施
した研究の結果と部分的に一致する [3]。筆者
らはこれまでの研究において、ディスレクシア
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を持つ読者が自らの読み書きの特性に合わせて
書体の形状を調整することができる書体カスタ
マイズシステムの開発を行ってきた。このシス
テムで作成された書体の読みやすさについて、
9名のディスレクシアを持つ読者を対象とした
予備実験を行ったところ、読者それぞれが読み
やすいと感じる書体が異なる特徴を備えている
ことが分かった。
これらの先行研究は、個人によって主観的／

客観的に読みやすい書体が異なる可能性がある
こと、また、それは個人の読み書き状況と関連
する可能性があることを示唆するものである。
これは、読みやすい書体の特徴と読み書き状況
の関係を明らかにすることで、それぞれの読者
にとってより適切な書体、ひいては読字環境を
提供できる可能性があることを意味する。

2 目的と方法
本研究では、個人にとって主観的に読みやす

い書体と個人の読み書き状況の関係を明らかに
する。ここで主観的な読みやすさに着目するの
は、特に読み書き困難を持つ読者にとっては読
むことに対する抵抗感を軽減することも重要だ
からである。なお、本研究における読み書き状
況は、読み書き困難の症状の有無や軽重を含む
個人の読み書きの特性を指す。
本研究では、「じぶんフォント」プロジェク

ト*1のウェブサイトを介して、(1) 書体の主観
的な読みやすさに関する一対比較調査と (2) 回
答者の読み書き状況の質問表調査を行った。

*1 https://www.jibun-font.com/



一対比較調査では、シェッフェの一対比較法
（中屋の変法）を用いて 7書体の比較を行った。
7 書体のうち、4 書体は市販書体であり、3 書
体は筆者らの研究に基づいて作成された新書体
である。比較時には回答者に短文を読んでもら
い、左右に並べられた書体のどちらをより読み
やすいと感じるかを答えてもらった。順序効果
を軽減するため、回答する度に短文の内容が変
化するようにした。
質問表調査では、稲垣ら (2010) および熊谷

(2018)に基づいて読み書き状況に関する質問項
目を作成し [4, 5]、4件法で回答してもらった。
調査は 2022 年 9 月 26 日–11 月 18 日に実施

し、5180件の有効回答を回収した。回答者の平
均年齢は 34.9± 10.3歳（最大 75歳、最小 6歳）
であった。本研究は、東京工業大学「人を対象
とする倫理審査委員会」の許可を受けて行った
（許可番号：2022108）。

3 結果と考察
まず、読み書き状況に関する質問表調査の結

果に基づき、k-means法によるクラスター分類
を行った。その結果、回答者は「読み書き困難
なし」「読み書き困難あり（特に読字に抵抗感あ
り）」「読み書き困難あり（特に書字困難あり）」
「読み書き困難あり（特に視覚症状あり）」の 4

つのクラスターに分けられた。各クラスターの
人数はそれぞれ 2706名、653名、1413名、408

名であった。
次に、クラスターごとに最も読みやすいと回

答された書体を集計した（図 1）。これを見る
と、読み書き状況によって読みやすいと回答さ
れた書体の比率に多少の変化があることが分
かる。これに対してカイ二乗検定を行ったとこ
ろ、χ2(18) = 99.12、p < .01、Cramer′s V = 0.08

となり、効果量は小さいものの統計的に有意な
差が検出された。残差分析を行ったところ、特
定のクラスターの中で有意に多く／少なく読み
やすいと回答された書体が明らかになった。

図 1 クラスターごとの主観的に読みやすい書体
ここまでの研究から、主観的に読みやすい書

体が、読み書き状況によって異なる可能性が示
された。また、読み書き状況に対応した読みや
すい書体の傾向を一定程度明らかにすること
ができた。今後は、研究対象となった書体の特
徴を分析することで、読み書き状況と書体の特
徴の対応関係を高い解像度で把握する予定であ
る。更に、今回の研究で検出された統計的に有
意な差が現実的な意味を持つかどうかを明らか
にするために、実際の読み書き場面において実
証実験を行いたいと考えている。
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